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平成 16 年度からの 5ヶ年計画である「地震予知のための新たな観測研究計画(第 2 次)」では、新潟－神戸歪集

中帯に位置する跡津川断層周辺において、高密度の地震・GPS 観測および比抵抗構造調査のための合同観測が計画

された。歪集中帯地殻比抵抗研究グループ(*)は、歪集中帯周辺の下部地殻を電気比抵抗で精密にイメージングす

ることを目的に、2004 年度に跡津川断層を横切る測線で、広帯域 MT 法を用いた比抵抗構造探査を実施した。合同

観測は、北班・南班に分けて実施され、測線長約 100km、合計 30 観測点でデータを取得した。今回の MT 観測では、

Phoenix 社製 MTU5 および 2E を計 19 台用いており、ローカルなノイズを除くための磁場参照点として、鹿児島の

データを使用する。しかしながら、富山市周辺および中央線沿いは、ノイズレベルが高く、夜間値であっても時系

列を精査し、ノイズが比較的混入していないと思われる時間帯のみ使用することとした。 

観測データの処理・解析は現在進行中であるが、本講演では、主に北班で取得したデータを使用し、跡津川断

層を中心とした約 70km の断面で Ogawa and Uchida [1996]のインバージョンコードを用いた予備的解析結果を示

すとともに、構造に対する考察についても行う予定である。 
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